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ボランティア支援センター活動紹介

　～相談・コーディネートとは～
　ボランティアに感心のある人や活動
希望者、ボランティアを必要としてい
る施設・団体などからの相談に応じ、
その人に合った活動の紹介やアドバイ
ス、参加希望側と受入れ希望側との橋
渡しをしています。
　相談内容は多種多様ですが、自分の
仕事に生かしたいという理由や引越し
や退職をきっかけに相談に来る方や、
障害があるけどもボランティアをした
いという相談もあります。

ふくろう通心

  自分が持っている特技や経験を生かしながら、展覧会を一緒につくりませんか？
●会期＆会場　7月29日～10月22日　吉井酒造煉瓦倉庫
●活動内容　◆会場作り　約150人　制作補助、ペンキ塗り、資材運び、清掃など（3月～）
　　　　　　◆教育プログラムスタッフ　展覧会ツアー／関係レクチャー企画・実施
　　　　　　◆Ｗｅｂスタッフ　２～３人　ホームページの作成・運営
　　　　　　◆ドキュメントスタッフ　２～３人　進行状況、内容などの取材・原稿書き・撮影
　　　　　　◆プロジェクトスタッフ　30人位　各種プロジェクト企画立案
●高校生以上　●登録料　1000円（スタッフパス作成、保険加入料として／作業初日にお支払い）
●申込方法　参加申込書（ＨＰ http://www.harappa-h.org/AtoZ/ からダウンロード可）に必要事項を記入し
            直接持参か郵送で（写真２枚用意）。
●受付＆問合せ　ＮＰＯ法人harappa（ルネス街2階）13：00～19：00
　　　　　　　  〒036-8182　弘前市土手町78  ℡ 0172-31-0195　e-mail:a_z@harappa-h.org
★ボランティアに参加された方は、会期中無料で観覧できます。
★会期中ボランティアスタッフ（受付・看視・グッズ販売・クローク・カフェ他）募集は5月頃予定。

【相談・コーディネート編】

活動内容　障害をもっている子ども達の
                    移動・食事介助・交流
問合せ先　弘前市清原4－９－１
　　　　　   ℡ 0172-34-3166（ボランティア係）

　平成15年10月９日にボランティア支援センターを開設して以来、ボランティアスタッフと一緒に
さまざまな活動を展開してきました。
　今回はその中の一つ、相談・コーディネート活動について紹介したいと思います。

　受け入れ先の一つ、障害児通園施設「弘前大清水学園」の晴山園長は、「子ども
達と関わってもらいたいと思っている。子ども達は偏見の無い心でボランティアを
受け入れ笑顔で答えてくれる。人は自分が必要とされると元気が出る。人に関わる
のが苦手な自信がない人にもそのままで良いいんだよと教えてくれるのも学園の子
ども達だ。こんな子ども達が学園にいる事を沢山の人に知ってもらいたい。現在60
名のボランティアさんに登録してもらっている。長く続けてくれるのはもちろん嬉
しいが、ボランティアの方がここから育って他の場所でも役立ってくれたらこんな
嬉しい事はない」と話しています。

　　相談・コーディネートとは～　ボランティアに感心のある人や活動希望者、ボランティアを必要としている施設・団
体などからの相談に応じ、その人に合った活動の紹介やアドバイス、参加希望側と受入れ希望側との橋渡しをしています。
　相談内容は多種多様ですが、自分の仕事に生かしたいという理由や引越しや退職をきっかけに相談に来る方や、障害が
あるけどもボランティアをしたいという相談もあります。

　ボランティアをしたいと思ってるんだけどよく分からない～　という相談には学習センターに足を運んでもら
って活動を紹介しています。その中から自分が興味を持った活動に参加してもらっています。

　ボランティアしてくれる方を紹介して欲しい～　という相談にはボランティア登録者の中から紹介したり、ネッ
トワーク(学校など)を通じて呼びかけしたりして探します。

　子ども相手のボランティアをしたいと思ってるんだけど～　当センターで紹介したものの一つに「障害をもっ
ている子ども達との交流」のボランティアがあります。参加した方は「大変な時もあるけど子どもが可愛くてまた行く」
と話します。
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　　相談・コーディネートとは～　ボランティアに感心のある人や活動
希望者、ボランティアを必要としている施設・団体などからの相談に応じ、
その人に合った活動の紹介やアドバイス、参加希望側と受入れ希望側との
橋渡しをしています。
　相談内容は多種多様ですが、自分の仕事に生かしたいという理由や引越
しや退職をきっかけに相談に来る方や、障害があるけどもボランティアを
したいという相談もあります。

　ボランティアをしたいと思ってるんだけどよく分からない～　
　　という相談には学習センターに足を運んでもらって活動を紹介してい
　　ます。その中から自分が興味を持った活動に参加してもらっています。

　ボランティアしてくれる方を紹介して欲しい～　
　　という相談にはボランティア登録者の中から紹介したり、ネットワー
　　ク(学校など)を通じて呼びかけしたりして探します。

　子ども相手のボランティアをしたいと思ってるんだけど～
　　当センターで紹介したものの一つに「障害をもっている子ども達との
交流」のボランティアがあります。参加した方は「大変な時もあるけど子
どもが可愛くてまた行く」と話します。

弘前大清水学園ではボランティアを募集しています。

「奈良美智 + graf　A to Z」展　準備ボランティアスタッフ募集
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